
（様式１）

①事業者名

②測定ツール名

⑥申請する測定ツー
ルの目的・概要

⑦申請する測定ツー
ルの特長・活用例等

⑧実施期間、年間実
施回数

⑨実施方式
　(CBT/PBT)

⑪受検料

⑫標準返却期間

⑬ＵＲＬ（事業者のＨＰ
における測定ツール
紹介）

事務担当者名

住所

http://www.su-gaku.net/

「高校生のための学びの基礎診断」への申請について

公益財団法人　日本数学検定協会

実用数学技能検定　準２級

③主な対象者

連絡先 （FAX）

（電話番号） 03-5812-8340

３０年　６月　２７日

数学Ⅰ、数学Ａの定着度合いを診断することを目的として、義務教育段階（中学校
第３学年）の数学を含めて、基礎学力の定着度合いを確認したい高校１年生から３
年生までを主な対象とし、知識・技能を活用する力と思考力・判断力・表現力を測
定します。

⑩試験時間（分）

東京都台東区上野5-1-1　文昌堂ビル６階

（E-mail)

松本　精一 所属部署 学習数学研究所

s.matsumoto@su-gaku.net

03-5812-8346

④対象教科

数学Ⅰ及び数学Ａを学修した者

○
⑤測定内容
の区分

英語数学国語 基本タイプ 標準タイプ

○

年間17回程度実施

実用数学技能検定（数学検定）準２級は、１次：計算技能検定と２次：数理技能検
定で構成されています。２次：数理技能検定ではおおよそ半数の問題が記述式と
なっています。日常生活や社会の事象と関連した問題、数理的なゲームやパズルを
扱った問題も出題されます。年間の実施回数が17回程度設定されているため、実施
しやすくなっています。個別成績票と団体成績表が充実しており、高校生の基礎学
力の定着に向けたPDCAサイクルの取組を促進し、高等学校の質の確保・向上に資す
る検定となっています。

ＰＢＴ

マイページでの合否確認（電子媒体）は、検定日から約３週間後
検定結果（紙媒体）の到着は、検定日から約30日後

英語数学

１次：計算技能検定　60分
２次：数理技能検定　90分

国語

3,500円（税込み）
なお、2019年４月以降のお申し込み分（６月検定）から　3,700円（税込み）

http://www.su-gaku.net/
mailto:s.matsumoto@su-gaku.net


（様式２）         

 
認定要件への適合性の申告内容について 

 
事業者名：公益財団法人 日本数学検定協会 

測定ツール名：実用数学技能検定 準２級 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

Ⅰ．出題に関すること 

（１）出題の基本方針 

①主な対象者 

数学Ⅰ及び数学Ａを学修した者 

②測定しようとする資質・能力 

ア．数学Ⅰ 

「数と式」に関する資質・能力、「図形と計量」に関する資質・能力、「二次関数」に関する資質・能

力、「データの分析」に関する資質・能力 

イ．数学Ａ 

「場合の数と確率」に関する資質・能力、「整数の性質」に関する資質・能力、「図形の性質」に関

する資質・能力 

ウ．義務教育段階の数学 

「数と式」に関する資質・能力、「図形」に関する資質・能力、「関数」に関する資質・能力 

③出題範囲 

数学Ⅰを中心として、数学Ａ及び義務教育段階の数学 

④主として知識・技能を問う問題と主として思考力・判断力・表現力等を問う問題の出題方針 

ア．主として知識・技能を問う問題の出題方針 

身につけておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実生活において不可欠

であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能などについて出題します。 

イ．主として思考力・判断力・表現力等を問う問題の出題方針 

知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決のための構想を立て実践

し評価・改善する力などをみる問題を出題します。 

⑤学習指導要領との対応 

出題範囲である数学Ⅰ、数学Ａ及び義務教育段階の数学に関して、学習指導要領に対応した問題

を出題します。 

⑥出題形式 

実用数学技能検定（以下「数学検定」という）は、１次：計算技能検定と２次：数理技能検定で構成さ

れています。出題形式はそれぞれ次のようになります。 

ア．１次：計算技能検定 

短答式 

イ．２次：数理技能検定 

短答式及び記述式 

⑦難易度 

ア．１次：計算技能検定 

教科書の基礎的な問題を出題します。 

イ．２次：数理技能検定 

教科書の基礎的な問題と練習問題程度の問題を出題します。 

⑧その他出題に関する事項 

２次：数理技能検定では、日常生活や社会の事象と関連した問題、数理的なゲームやパズルを扱っ

た問題等（以下、「特有問題」という）を全問題数の 10％程度出題します。 



（２）構成等 

①出題形式 

ア．１次：計算技能検定 

出題する問題（小問 15問）は、すべて短答式です。 

イ．２次：数理技能検定 

出題する問題（小問 10問）は、短答式及び記述式です。 

小問 10 問のうち５問ないし６問を記述式とし、他を短答式とします。 

②出題範囲 

出題範囲は、おおよそ数学Ⅰ・数学 Aから 50％、中学校第３学年の数学から 40％、その他 10％と

なっています。「数と式」、「図形」、「関数」、「データの分析」のバランスを考え出題しています。 

 

（３）難易度設定の考え方・方法 

当協会の創設以来過去３０年間の問題の正答率のデータから算出して、問題の難易度を設定し、

検定問題を構成しています。当協会の記述式問題は途中まで正しく記述されていれば部分点を与え

ています。 

１次：計算技能検定の合格基準は、全問題の 70％以上の正答となっており、準２級では 15 問中

10.5 問です。なお、小問２問は、それぞれ２問に細分割されているため、0.5 問の正答が存在します。 

また、２次：数理技能検定の合格基準は、全問題の 60％以上の正答となっており、準２級では 10

問中６問です。なお、短答式問題でも解答形式によって部分点が発生することがあります。 

１次：計算技能検定と２次：数理技能検定ともに合格した者が、準２級の検定合格となります。 

過去に出題した問題の正答率を参考として問題を構成すると、概ね１次：計算技能検定の合格率は

60％～70％、２次：数理技能検定の合格率は 40％～50％となり、準２級の検定合格率は 40％程度と

なります。 

 

（４）基礎学力の定着や学習意欲の喚起を図るための工夫 

    １次：計算技能検定、２次：数理技能検定とも、前半は義務教育段階の数学、後半は数学Ⅰ及び数

学 Aからの出題とし、教科書の標準的な掲載順とほぼ一致するよう体系的に出題しているので、問題

に取り組みやすくなっています。また、出題内容も教科書の例題、練習問題程度の基本的なものを多

く出題しています。 

    ２次：数理技能検定では、できるだけ日常生活や社会の事象と関連した場面を設定するようにしてお

り、数学の有用性を伝えるよう工夫しています。 

 

（５）その他特長 

２次：数理技能検定では、日常生活や社会の事象と関連した問題、数理的なゲームやパズルを扱っ

た問題等（特有問題）を全問題数の 10％程度出題します。これらの問題は、義務教育段階の数学か

ら数学Ⅰ及び数学Ａまでに習得した知識・技能を活用して解答できる内容のものとしています。数学以

外の知識を必要とする場合は、必要に応じて説明を加えています。 

    また，２次：数理技能検定では電卓の使用を認めています。これは思考に十分な時間をかけられる

ようにするためです。 

このほか、作図の問題が出題されることがあります。 

 
 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ．結果提供に関すること 

（１）受検者個人への結果提供内容・方法 

①結果提供項目 

・検定回次、検定実施日、受検階級、受検番号、氏名 

・受検結果（点数、合否） 

・小問ごとの成績 

・評価コメント 

・問題と解説 

・書籍などの紹介 

  ②結果提供の具体的な内容 

受検者個人への結果提供は、当該受検者の小問ごとの正誤（部分点を含む）と全受検者の平均、

成績に関するコメント等となります。 

・受検結果（点数、合否） 

１次：計算技能検定及び２次：数理技能検定について、それぞれ当該受検者の点数・受検者全

体の平均点・合格点、及び当該受検者の合否を表で表示します。 

・小問ごとの成績 

１次：計算技能検定及び２次：数理技能検定の小問ごとに、当該受検者の正誤（または点数）、

受検者全体の正答率、単元名を表で表示します。 

当該受検者の成績と受検者全体の平均正答率に基づいて、よく理解している内容及び理解が

不十分な内容を示します。 

出題した問題を内容から「数と式」、「図形」、「関数、確率・統計」に分け、学年・科目から「中学

校第３学年」、「数学Ⅰ」、「数学 A」に分けて、内容と学年・科目の組合せごとに当該受検者の正

答率を求め、帯グラフで表示します。また、内容ごと及び学年・科目ごとの当該受検者の正答率

を、数値で表記します。 

２次：数理技能検定の記述式問題について、当該受検者の点数と受検者全体の平均正答率

を、小問ごとに帯グラフで表します。 

・評価コメント 

高得点で合格した受検者に対しては、出題範囲を「十分に理解している」こと、２級受検に向け

て取り組むとよい内容などのアドバイスを掲載します。 

合格基準をやや上回って合格した受検者に対しては、出題範囲を「おおむね理解している」こ

と、理解が不十分な内容を示し、２級を受検するにあたってのアドバイスを掲載します。 

１次のみ合格者、２次のみ合格者を含み準２級に合格できなかった受検者（以下不合格者とい

う。）に対しては、理解している内容、理解が不十分な内容を提示して、準２級を再受検するときに

役立つアドバイスを掲載します。 

・問題と解説 

不合格者には、数学Ⅰを中心に、当該受検者の理解が不十分だった内容の問題を提示しま

す。 

合格者には、数学Ⅰを中心に、２級で出題される内容の問題を提示します。 

・書籍などの紹介 

不合格者には準２級の関連書籍、合格者には２級の関連書籍を紹介するなど、次回の受検に

役立つ情報を掲載します。 

  ③結果提供の具体的な方法 

     検定結果は、学校を通じて紙媒体により返却します。 

     模範解答は、検定実施後ホームページで公開しています。また、実施団体に対して検定結果ととも

に紙媒体で送付しています。 

  ④学習意欲の喚起に資する情報提供の具体的な内容 

  表やグラフを多用し、習得した内容、課題がある内容を視覚的に分かりやすく提示します。 



評価コメントでは、小問の正誤を分析した上で、その内容に照らして「～についてよく理解していま

す」、「～が不十分でした」と表記します。また、合格者に対して、「好成績で合格しました。ぜひ、２級

にも挑戦してください。」と上級をめざすよう激励し、不合格者に対しては、重要な内容を示し、「ぜ

ひ、もう一度挑戦してください。」と合格をめざすよう呼びかけ、学習意欲を喚起します。 

問題と解説の掲載及び書籍などの紹介では、当該受検者の成績に応じた情報を掲載することで、

不合格者の復習や合格者の挑戦を促し、全受検者に対して受検後の学習を支援します。 

 

（２）学校等への結果提供内容・方法 

①結果提供項目 

・検定回次、検定実施日、受検階級、団体名 

・受検者個人の成績一覧 

・団体の受検結果 

・小問ごとの成績 

・評価コメント 

・解答類型と反応率 

②結果提供の具体的な内容 

   数学検定実施団体への結果提供は、当該団体の受検者個人の成績一覧及び当該団体の平均、

平均からみられる傾向、全受検者の平均等となります。 

・受検者個人の成績一覧 

受検者それぞれの小問ごとの正誤（部分点を含む）を一覧表で表示します。 

・団体の受検結果 

当該受検団体の受検者数、１次合格者数、２次合格者数、検定合格者数、不合格者数を表で表

示し、割合を円グラフで表示します。 

１次：計算技能検定及び２次：数理技能検定について、当該受検団体と受検者全体の平均点と合

格率それぞれを表で表示します。当該受検団体については、最高点と最低点も表示します。 

１次：計算技能検定及び２次：数理技能検定の合格点を表で表示します。 

１次：計算技能検定及び２次：数理技能検定について、当該受検団体と受検者全体の点数の分

布をグラフなどで表示します。 

・小問ごとの正誤 

１次：計算技能検定及び２次：数理技能検定の小問ごとに単元名、当該受検団体と受検者全体

の平均正答率、無解答率を表で表示します。 

当該受検団体と受検者全体の平均正答率に基づいて、よく理解している内容及び理解が不十分

な内容を示します。 

出題した問題を内容から「数と式」、「図形」、「関数、確率・統計」に分け、学年・科目から「中学校

第３学年」、「数学Ⅰ」、「数学 A」に分けて、内容と学年・科目の組み合わせごとに当該受検団体の

正答率を求め、帯グラフで表示します。また、内容ごと及び学年・科目ごとの当該受検団体の正答

率を、数値で表記します。 

１次：計算技能検定と２次：数理技能検定で出題した問題を、その形式から「短答式」、「記述式」

に分類し、当該受検団体の平均正答率と受検者全体の平均正答率を求め、帯グラフで表示しま

す。 

２次：数理技能検定の記述式問題について、問題ごとに当該受検団体と受検者全体の点数の分

布をグラフで表示します。 

・評価コメント 

合格率が高水準だった受検団体に対しては、団体に属する受検者が出題範囲を「よく理解してい

る」こと、授業などで今後扱うとよい内容などを示します。 

合格率が中水準だった受検団体に対しては、団体に属する受検者が出題範囲を「おおむね理解

している」こと、受検者の理解の不十分さが顕著であった内容を示します。 



合格率が低水準だった受検団体に対しては、受検者がよく理解している傾向がみられる内容、受

検者の理解の不十分さが顕著であった内容を示します。 

また、当該受検団体の問題ごとの平均正答率を全受検団体のそれと比較して習熟度及びその内

容の指導のポイントを掲載します。 

・解答類型と反応率 

検定問題の中から、問題の趣旨や各種調査で指摘されている課題などに照らして注視すべきも

のを取り上げ、解答類型及び当該受検団体と受検者全体の反応率を示します。また、解答類型の

内容や誤答類型の意図などを記載します。 

③結果提供の具体的な方法 

検定結果は、紙媒体により返却します。また、マイページで合否確認ができ、CSV 形式で合否結果

を保存することができます。 

④学校としての指導の工夫・充実に資する情報提供の具体的な内容 

表やグラフを多用し、習得した内容、課題がある内容を視覚的に分かりやすく提示します。 

評価コメントでは、特に課題があった内容について特筆すべき結果を抽出して記載するとともに、そ

の後の学習内容の素地の形成としての要点、協働的な学習指導の重要性、発展的な扱いの可能性な

どについて具体的に記載します。 

解答類型と反応率では、「【解答類型１】の中には、～を～した生徒がいると考えられる。」などと記載

し、解答類型の意図や受検者のつまずきの予想を示すことで、受検後の学習指導に寄与します。 

 

（３）試験等の結果（正答状況やスコア等）に対する評価の考え方と分析の手法 

問題の内容は、ほぼ学習指導要領に準拠したものになっています。 

小問の配点はすべて１点で、１次：計算技能検定の合格基準は全問題の 70％以上の正答となって

おり、準２級では 15 点中 10.5 点です。また、２次：数理技能検定の合格基準は全問題の 60％以上の

正答となっており、10 点中６点です。 

・正答率の算出 

小問の配点はすべて１点で、部分点があるものは 0.2 点刻みや 0.3 点刻みなどの段階を設けて

います。ある小問について、受検者の点数の平均をその小問の（平均）正答率とします。 

・反応率の算出 

ある小問に対し、あらかじめ決めてある解答類型に含まれる解答をした人数の、全体に対する割

合を、その小問におけるその解答類型の反応率とします。 

・よくできた内容と不十分な内容の選定 

当該受検者または当該受検団体の平均正答率や、受検者全体の平均正答率に基づいて、よく理

解している内容及び理解が不十分な内容を、出題内容と学年・科目ごとに定めます。 

・評価コメントの決定 

受検者や受検団体を習熟の程度によっていくつかの層に分け、層ごとに、理解の程度や特筆す

べき結果、指導のポイントを掲載します。 

・問題と解説の決定 

受検者について、点数の層や不十分な問題の内容にしたがい、問題と解説を１つ掲載します。 

 
 

 

 

 

 

 

 



Ⅲ．運営に関すること 

（１）問題の質を確保するための方法 

①出題内容の妥当性・信頼性 

１次：計算技能検定では計算する力及び公式を活用する力を観ることを通して、主として知識・技能

を測定しています。２次：数理技能検定では記述式問題を通して、主として思考力・判断力・表現力を

測定しています。 

過去に出題した問題の正答率を参考にして問題を構成することによって、ほぼ一定の水準を保って

います。 

また、定期的に内部で検定問題の質に関する会議を開くほか、外部調査会社に検定結果に関する

分析を委託し、検定問題に反映しています。 

②作問の体制と方法 

   ア．作問の体制 

   過去 30 年間に出題した問題や検定問題品質委員が作成した問題をもとに、当協会内部の問

題作成担当の専門職員が検定問題の作成を行っています。 

   検定問題品質委員は、主として特有問題の作成に関わっており、小学校、中学校、高等学校

の管理職及び教諭、大学の数学者及び数学教育者、民間で数学教育に携わる者からなります。

学習指導要領の作成、全国学力・学習状況調査の問題作成、文部科学省検定済教科書の執筆

に携わった者もいます。準２級の問題作成に関わっているのは、高等学校及び大学関係の委員

です。 

   イ．作問の方法 

   過去に出題した問題の出題時の正答率を参考にして数値を変更したり、新作を開発したりしま

す。検定問題品質委員が作成した問題は、出題する階級に合わせて問題文や内容に変更を加

えることもあります。 

   問題作成担当の専門職員がこれらの問題から「Ⅰ．出題に関すること」に適合するよう抽出し

構成して、問題原稿を作成します。 

   問題原稿を編集担当の職員２人が確認し、必要であれば問題を差し替えたり、修正を加えたり

して、制作原稿を完成させます。 

   制作した問題原稿を、初校、再校、三校と校正、修正を繰り返しながら整えて、検定問題としま

す。 

 

（２）学校における実施方法 

    実施方法については、「団体受検申し込みの手引き」に一連の流れが詳細に記載されています。 

①学校にとって過度な負担が掛からない実施方法 

検定日当日の問い合わせやトラブルについては、当協会事業推進部が電話及び電子メールで対応

しています。また、土曜日、日曜日の検定日には、担当者が８時から 17 時まで電話応対で対処してい

ます。 

②学校の実情に応じた実施体制 

   年間 17 回程度の検定日を設定しています。これらの中から、学校の実情に応じて何度でも検定日

を選ぶことができます。 

検定開始時刻は、当協会が指定した範囲内であれば自由に設定できます。 

   団体受検に必要な志願者数は、１回の検定につき５人以上（級不問）ですが、島嶼・山間部の小規

模校や特別支援学校においては、５人未満でも受検を受け入れています。 

③利用する学校において担うべき役割・作業等 

   検定日前日までに、検定教室を確保、検定開始時刻を設定して、受検者に通知します。 

検定日当日は、試験監督として次の作業を行っていただきます。 

  指定の時刻内に検定を開始する、出欠を確認する、検定時間中は不正のないよう机間巡視す

る、解答用紙・問題用紙を回収する（問題用紙は次水曜日以降に受検者へ返却）、解答用紙を返

送する（当日できない場合は翌日中） 



（３）採点の方法と体制 

①採点の方法 

   解答用紙をスキャナで画像データとして取り込み、問題（小問）ごとに切り分けます。当協会事業開

発部の採点管理者が採点者に問題を振り分け、採点者は PC上で同じ問題を続けて採点します。採

点者には、切り分けられた小問の画像データしか送られないので、解答用紙の個人情報は漏洩しま

せん。 

   採点は採点基準にしたがって行われます。採点基準には、各回共通のものと当該回の問題に合わ

せて設定したものがあります。短答式の問題については主として各回共通の基準にしたがい、記述式

の問題については問題に合わせて詳細な採点基準を検定回ごとに設定します。 

   １次：計算技能検定は、すべて短答式で、採点は○か×で行われます。配点は、○のとき１点、×

のとき０点ですが、小問 15 問のうち（14）と（15）は問題がさらに小問２問に分割されており、この場

合、２問中１問正解で、０.５点となります。 

２次：数理技能検定には、短答式の問題と記述式の問題があります。短答式の問題は、○（１点）か

×（０点）で採点するものと、部分点を与えるものがあります。記述式問題では、正解ならば１点、正解

に至らなくとも途中まで正しければ記述の内容により、部分点を与えます。 

②採点の体制 

   採点は外部の採点専門業者に委託し、採点基準に則って採点します。採点者が同じ問題を連続し

て採点することにより、時間的な効率化が図られ、採点ミスが最小限に抑えられています。 

採点した答案のチェックに関しては、１回めの採点とは別の採点専門業者に委託しダブルチェックを

行っています。また、協会内部でもチェックをし、採点業者及び採点者を監督しています。 

 

（４）情報管理体制 

①情報セキュリティ基本方針 

当協会は、お客様・取引先情報を扱う法人としての社会的責任を果たすため、情報資産を管理・

保護する指針として、情報セキュリティ基本方針を策定し、ホームページで情報セキュリティ基本方

針を公開しています。 

②個人情報基本方針 

当協会は、数多くの個人情報を取り扱う法人として、個人情報を適切かつ安全に保護、管理する

ことが重要な社会的責務であると認識しており、平成 25 年８月にプライバシーマークを取得し、個

人情報保護方針をホームページで公開しています。 

  ③機密保持契約 

     業務を委託する業者とは機密保持契約を締結し、万全な情報管理をしています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅳ．情報開示に関すること 

（１）障碍のある受検者等への配慮 

    障碍のある受検者の受検については、事前の相談により障碍に合わせた配慮を行うようにしていま

す。必要に応じて、補助教具の使用や検定時間の延長を認めています。 

    ・視覚に関する配慮事項 

      点字受検及び拡大文字受検を実施しています。 

    ・聴覚に関する配慮事項 

      個人受検の場合は、座席が前列にくるよう設定し、また検定監督のせりふをまとめた台本を配付

しています。 

    ・肢体不自由に関する配慮事項 

      代筆やコンピュータでの入力を認めています。 

      個人受検で車椅子での受検を希望する受検者に対しては、可能な範囲でバリアフリーの会場を

準備し、出入りしやすい座席で対応しています。 

    ・その他の配慮事項 

      障碍により文字が読めない受検者に対して、代読を認めています。 

     

（２）事前／事後学習教材の有無、内容 

検定受検前後での学習教材として、下記の書籍、プリントを発行しています。 

①当協会発行書籍 

ア．過去問題集 

実用数学技能検定過去問題集 

イ．問題集 

実用数学技能検定記述式演習帳 

ウ．参考書 

実用数学技能検定要点整理 

 ②当協会監修書籍 

ア．過去問題集 

数学検定問題集（株式会社 創育） 

実用数学技能検定過去問題集（株式会社 創育） 

受かる！数学検定過去問題集（株式会社 学研教育出版） 

イ．問題集 

受かる！数学検定（学研） 

U-CAN の数学検定 ステップアップ問題集（株式会社 ユーキャン） 

数学検定の完全対策＜１級～３級＞（株式会社 日本実業出版社） 

解いてスッキリ！数学検定準２級への道問題集（株式会社 電気書院） 

読めばスッキリ！数学検定準２級への道問題集（株式会社 電気書院） 

 ③その他 

    当協会発行学習教材（コンビニ情報末端による販売ツール） 

     ファミマプリント 

     苦手分野対策プリント 

 

（３）学習状況等のアンケートの有無、内容 

    検定問題等に関するアンケートはとっていますが、学習状況に関するアンケートは行っていません。 

 

（４）個人受検の可否 

   年間３回個人受検を実施しています（４月、７月、10 月または 11 月）。 

 

 



（５）問題内容の情報提供 

 ①既出問題 

   既出問題は、団体からの要望に応じて配付しています。ただし、検定を実施した回次の指定はでき

ません。 

   検定実施後模範解答をホームページで公開しています。実施団体に対して、検定結果とともに紙媒

体の模範解答を送付しています。 

 ②サンプル問題 

当協会のホームページで、サンプル問題と模範解答を公開しています。 

 

（６）その他 

    実用数学技能検定の取得が、全国 450 校以上の大学・短大・専門学校で入学試験時の点数加算

や出願条件、参考要素として活用されています。また、数学の単位として認める大学もあります。 

    企業の採用資料として広く活用されている「SPI 試験の非言語分野」と、準２級の出題範囲に多くの

共通部分があります。 

    「実用数学技能検定は学習意欲の向上につながる」と感じている実施校の先生は 95.7％、受検者は

91.4％です。 

    公益社団法人全国工業高等学校校長協会が主催する「ジュニアマイスター顕彰制度」で、３級以上

の合格が点数化されています。 

    教育委員会からの要望があれば、実施団体と相談のうえ個人情報が特定されない範囲で情報提供

することは可能です。 

 

 



（様式３）　　　　　　　　

事業者名：公益財団法人　日本数学検定協会
測定ツール名：実用数学技能検定　準２級
対象教科：数学
測定内容の区分：標準タイプ

Ⅰ．出題に関すること

＜提出任意の書類等＞

Ⅰ．（１） Ⅰ．（２） Ⅰ．（３） Ⅰ．（４） Ⅰ．（５）

実用数学技能検定の概要 指導者用ガイド2018年度版 資料1 ○ ○

Ⅱ．結果提供に関すること

＜提出任意の書類等＞

Ⅱ．（１） Ⅱ．（２）

受検者個人の成績表サンプル 個別成績票 資料2 ○

実施団体の成績表サンプル① 検定結果一覧（指導者用） 資料3 ○

実施団体の成績表サンプル② 団体成績表 資料4 ○

Ⅲ．運営に関すること

＜提出必須の書類等＞

実施要項（試験時間、実施方式、実
施期間、受検料、標準返却期間等）

団体受検　申し込みの手引き　2018年度 資料5

学校用実施マニュアル 団体受検　申し込みの手引き　2018年度 資料5

＜提出任意の書類等＞

情報セキュリティ基本方針（ホーム
ページで公開）

情報セキュリティ基本方針 資料6

個人情報保護方針（ホームページで
公開）

個人情報保護方針 資料7

Ⅳ．情報開示に関すること

＜提出任意の書類等＞

実用数学技能検定の概要 指導者用ガイド2018年度版 資料1

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

書類等の名称 資料番号

認定要件への適合性を示す書類等一覧について

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

対応する認定基準

書類等の内容 書類等の名称 資料番号

対応する認定基準
書類等の内容



































（様式４） 

 

測定しようとする資質・能力の具体的内容について 

事業者名：公益財団法人 日本数学検定協会 

測定ツール名：実用数学技能検定 準２級 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準タイプ 

 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

【１次：計算技能検定】 

〔義務教育段階の数学〕 

 

  

 

 

・数の平方根を含む式の計算

を，既習の計算と関連付け

て計算することができる。 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】短答式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ａ（１） 

イ 数の平方根を含む簡単な式の計算をすること。 

・数の平方根を含む式の四則

計算ができる。 

・単項式と多項式の乗法及び

多項式を単項式で割る除法

の計算ができる。 

【設問数】 

０から１問（程度） 

【出題形式】短答式  

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ａ（２） 

ア 単項式と多項式の乗法及び多項式を単項式で割る除法の計算を

すること。 

 

 

 

 

 

  



 

 

2 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・簡単な一次式の乗法の計算

及び乗法公式や因数分解の

公式を用いる簡単な式の展

開や因数分解ができる。 

１から２問（程度） 

【出題形式】短答式 

 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ａ（２） 

イ 簡単な一次式の乗法の計算及び次の公式を用いる簡単な式の展

開や因数分解をすること。 

(a＋b)2＝ a2＋２ab＋b2 

(a－b)2＝ a2－２ab＋b2 

(a＋b)(a－b)＝ a2－b2 

(x＋a)(x＋b)＝ x2＋(a＋b)x＋ab 

・式の展開や因数分解を，交

換，結合や分配法則などを

用いて計算することができ

る。 

・因数分解したり平方の形に変

形したりして二次方程式を

解くことができる。 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】短答式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ａ（３） 

イ 因数分解したり平方の形に変形したりして二次方程式を解くこ

と。 

・解の公式を用いて二次方程式

を解くことができる。 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】短答式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ａ（３） 

ウ 解の公式を知り，それを用いて二次方程式を解くこと。 

・相似な三角形の対応する辺

の長さを求めることができ

る。 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】短答式 

Ｂ 
図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｂ（１） 

ウ 平行線と線分の比についての性質を見いだし，それらを確かめ

ること。 ・平行線と線分の比について

の性質を用いて，線分の長

さなどを求めることができ

る。 



 

 

3 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・ある図形の面積や体積が分

かっているとき，その図形

と相似な図形の面積や体積

を相似比を基にして求める

ことができる。 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】短答式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｂ（１） 

エ 基本的な立体の相似の意味と，相似な図形の相似比と面積比及

び体積比の関係について理解すること。 

・円周角と中心角の関係を用

いて，角の大きさを求める

ことができる。 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】短答式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｂ（２） 

ア 円周角と中心角の関係の意味を理解し，それが証明できること

を知ること。 

・三平方の定理を用いて，直角

三角形の辺の長さなどを求

めることができる。 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】短答式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｂ（３） 

ア 三平方の定理の意味を理解し，それが証明できることを知るこ

と。 

・三平方の定理を用いて，長方

形の対角線の長さなどを求

めることができる。 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】短答式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｂ（３） 

イ 三平方の定理を具体的な場面で活用すること。 

・関数y＝ax2の関係を式で表す

ことができる。 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】短答式 

Ｃ 
関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｃ（１） 

ア 事象の中には関数y＝ax2としてとらえられるものがあることを

知ること。 
・関数y＝ax2の関係を表す式に

数を代入し，対応する値を求

めることができる。 



 

 

4 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・関数y＝ax2の変化の割合を求

めることができる。 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】短答式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｃ（１） 

イ 関数 y＝ax2について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解

すること。 

〔数学Ⅰ〕  

 

 

・絶対値を含む式を、場合分

けをして、絶対値をはずし

た式で表すことができる。 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】短答式 

 

（
１
）
数
と
式 

数学Ⅰ 

２（１） 

ア 数と集合 

（ア）実数 

数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計

算をすること。 

・ 無理数の加法及び減法、乗

法公式などを利用した計算

ができる。また、分母だけ

が二項である無理数の分母

の有理化ができる。 

・分母と分子がともに二項で 

ある無理数の分母の有理化

ができる。 

・与えられた二つの集合につ

いて、共通部分、和集合、

補集合を求めることができ

る。 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】短答式  

（
１
）
数
と
式 

数学Ⅰ 

２（１） 

ア 数と集合 

（イ）集合 

集合と命題に関する基本的な概念を理解し、それを事象の考

察に活用すること。 



 

 

5 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・二次の乗法公式及び因数分

解の公式が活用できる。 

【設問数】 

 １から２問（程度） 

【出題形式】短答式 

サンプル問題１（１） 

（
１
）
数
と
式 

数学Ⅰ 

２（１） 

イ 式 

（ア）式の展開と因数分解 

二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深め、式を多面的

にみたり目的に応じて式を適切に変形したりすること。 

・式の置き換えや一つの文字

に着目するなどして、展

開・因数分解ができる。 

・不等式の解の意味を理解す

るとともに、不等式の性質

を利用して、一次不等式や

連立不等式を解くことがで

きる。 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】短答式 

（
１
）
数
と
式 

数学Ⅰ 

２（１） 

イ 式 

（イ）一次不等式 

不等式の解の意味や不等式の性質について理解し、一次不等

式の解を求めたり一次不等式を事象の考察に活用したりするこ

と。 
・絶対値の定義を理解し、絶

対値を含む方程式及び一次

不等式を解くことができ

る。 



 

 

6 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・三角比の相互関係を理解

し、一つの三角比の値から

残りの三角比の値を求める

ことができる。 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】短答式 

サンプル問題１（２） 

（
２
）
図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

２（２） 

ア 三角比 

（ア）鋭角の三角比 

鋭角の三角比の意味と相互関係について理解すること。 

（イ）鈍角の三角比 

三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し、鋭角の三角比の値

を用いて鈍角の三角比の値を求めること。 

・対称軸（直線x＝p ）や頂点

(p , q)に着目して二次関数

のグラフの特徴を捉えるこ

とができる。 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】短答式 

（
３
）
二
次
関
数 

数学Ⅰ 

２（３） 

ア 二次関数とそのグラフ 

事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また、二次

関数のグラフの特徴について理解すること。 
・与えられた条件から、二次

関数の式を求めることがで

きる。 

・二次関数のグラフから頂点

又は軸を境として、関数の

値の増減が変化することを

理解し、二次関数の最大や

最小を求めることができ

る。（閉区間を含む。） 

 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】短答式 

（
３
）
二
次
関
数 

数学Ⅰ 

２（３） 

イ 二次関数の値の変化 

（ア）二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について、グラフを用いて考察したり最

大値や最小値を求めたりすること。 



 

 

7 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・二次関数のグラフとx 軸と

の位置関係により、二次不

等式の解の意味を理解し、

二次関数のグラフを活用し

て、x 軸との共有点が２個

である場合の二次不等式に

ついて解くことができる。 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】短答式 

（
３
）
二
次
関
数 

数学Ⅰ 

２（３） 

イ 二次関数の値の変化 

（イ）二次方程式・二次不等式 

二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解す

るとともに、数量の関係を二次不等式で表し二次関数のグラフ

を利用してその解を求めること。 

〔数学Ａ〕  

 

 

・さまざまな問題を解決する場

合，ベン図を用いるなどして

集合の要素の個数を効率よ

く数えることができる。 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】短答式 

（
１
）
場
合
の
数
と
確
率 

数学Ａ 

２（１） 

ア 場合の数 

（ア） 数え上げの原則 

集合の要素の個数に関する基本的な関係や和の法則，積の法

則について理解すること。 
・和の法則・積の法則を用いて，

効率よく数えることができ

る。 
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測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・順列や組合せを用いて具体的

な事象の場合の数を求める

ことができる。 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】短答式 

サンプル問題１（３） 

（
１
）
場
合
の
数
と
確
率 

数学Ａ 

２（１） 

ア 場合の数 

（イ）順列・組合せ 

具体的な事象の考察を通して順列及び組合せの意味について

理解し，それらの総数を求めること。 

・確率の基本性質を用いて具

体的な事象の確率を求める

ことができる。 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】短答式 

（
１
）
場
合
の
数
と
確
率 

数学Ａ 

２（１） 

イ 確率 

（ア）確率とその基本的な法則 

確率の意味や基本的な法則についての理解を深め，それらを

用いて事象の確率を求めること。また，確率を事象の考察に活

用すること。 

・独立な試行の意味を理解

し，独立な試行の確率を求

めることができる。 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】短答式 

（
１
）
場
合
の
数
と
確
率 

数学Ａ 

２（１） 

イ 確率 

（イ）独立な試行と確率 

独立な試行の意味を理解し，独立な試行の確率を求めるこ

と。また，それを事象の考察に活用すること。 
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測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・素因数分解を利用して最大公

約数や最小公倍数を求める

ことができる。 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】短答式 

（
２
）
整
数
の
性
質 

 

数学Ａ 

２（２） 

ア 約数と倍数 

素因数分解を用いた公約数や公倍数の求め方を理解し，整数に

関連した事象を論理的に考察し表現すること。   

・２元１次不定方程式を，さま

ざまな方法で解くことがで

きる。 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】短答式 

（
２
）
整
数
の
性
質 

数学Ａ 

２（２） 

イ ユークリッドの互除法 

整数の除法の性質に基づいてユークリッドの互除法の仕組みを

理解し，それを用いて二つの整数の最大公約数を求めること。ま

た，二元一次不定方程式の解の意味について理解し，簡単な場合

についてその整数解を求めること。 

・n 進法で表記されている数の

仕組みを理解し，n 進法の整

数を 10 進法で表したり，10

進法の整数をn進法で表した

りすることができる。 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】短答式 

（
２
）
整
数
の
性
質 

数学Ａ 

２（２） 

ウ 整数の性質の活用 

二進法などの仕組みや分数が有限小数又は循環小数で表される

仕組みを理解し，整数の性質を事象の考察に活用すること。 

・循環小数を分数を用いて表す

ことができる。 
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測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・三角形の重心，外心，内心の

性質を利用して，線分の長さ

を求めることができる。 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】短答式 

（
３
）
図
形
の
性
質 

数学Ａ 

２（３） 

ア 平面図形 

（ア）三角形の性質 

三角形に関する基本的な性質について，それらが成り立つこ

とを証明すること。 

・チェバの定理，メネラウスの

定理を用いて，線分の長さや

比を求めることができる。 

・円に内接する四角形の性質を

用いて，角度を求めることが

できる。 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】短答式 

（
３
）
図
形
の
性
質 

数学Ａ 

２（３） 

ア 平面図形 

（イ）円の性質 

円に関する基本的な性質について，それらが成り立つことを証

明すること。 

・接線と弦のつくる角の性質を

用いて，角度を求めることが

できる。 

・方べきの定理を用いて，線分

の長さを求めることができ

る。 
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測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

【２次：数理技能検定】 

〔義務教育段階の数学〕 

 

  

 

 

・数の平方根を含む式の四則

計算ができる。 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ａ（１） 

イ 数の平方根を含む簡単な式の計算をすること。 

・具体的な場面で，正の数の

平方根を用いて表したり処

理したりすることができ

る。 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ａ（１） 

ウ 具体的な場面で数の平方根を用いて表したり処理したりするこ

と。 

・数量及び数量の関係を，文

字を用いた式で表すことが

できる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ａ（２） 

ウ 文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明すること。 

・数や図形の性質などが成り

立つことを，数量及び数量

の関係を捉え，方針を明ら

かにして，文字を用いた式

で説明することができる。 

・問題の中の数量やその関係を

文字を用いた式で表し，それ

を基にしてつくった二次方

程式を解くことができる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

Ａ 

数
と
式 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ａ（３） 

エ 二次方程式を具体的な場面で活用すること。 
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測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・見いだした図形の性質など

を，三角形の相似条件を用い

て証明することができる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｂ（１） 

イ 三角形の相似条件などを基にして図形の基本的な性質を論理的

に確かめること。 ・相似な三角形の対応する辺の

長さを求めることができる。 

・平行線と線分の比についての

性質を，平行線の性質や三角

形の相似条件を用いて証明

することができる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｂ（１） 

ウ 平行線と線分の比についての性質を見いだし，それらを確かめ

ること。 

・平行線と線分の比について

の性質を用いて，線分の長

さなどを求めることができ

る。 

・ある図形の面積や体積が分

かっているとき，その図形

と相似な図形の面積や体積

を相似比を基にして求める

ことができる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｂ（１） 

エ 基本的な立体の相似の意味と，相似な図形の相似比と面積比及

び体積比の関係について理解すること。 

・図形の辺の比の関係を求めた

り，直接測定できない高さや

距離などを縮図をかいて求

めたりすることができる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｂ（１） 

オ 相似な図形の性質を具体的な場面で活用すること。 
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測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・円周角と中心角の関係を用

いて，角の大きさを求める

ことができる。 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｂ（２） 

ア 円周角と中心角の関係の意味を理解し，それが証明できること

を知ること。 

・直角を使って円の中心を求め

られることを，証明できる。 

 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｂ（２） 

イ 円周角と中心角の関係を具体的な場面で活用すること。 

・三平方の定理を用いて，直

角三角形の辺の長さなどを

求めることができる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

Ｂ 

図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｂ（３） 

ア 三平方の定理の意味を理解し，それが証明できることを知るこ

と。 
・三平方の定理の逆を用い

て，ある三角形が直角三角

形であるかどうかを見分け

ることができる。 

・座標平面における２点間の距

離や円錐の高さなどを求め

るなど，平面図形や空間図形

の計量ができる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

Ｂ 
図
形 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｂ（３） 

イ 三平方の定理を具体的な場面で活用すること。 



 

 

14 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・関数 y＝ax２の関係を表，式，

グラフで表すことができる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｃ（１） 

イ 関数 y＝ax2について，表，式，グラフを相互に関連付けて理解

すること。 

・具体的な事象の中にある，関

数 y＝ax２の関係を表，式，グ

ラフを用いて表現したり，処

理したりすることができる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

Ｃ 

関
数 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｃ（１） 

ウ 関数 y＝ax２を用いて具体的な事象をとらえ説明すること。 

・標本調査を行い，問題を解決

する手順を理解している。 

 

【設問数】 

 ０から１問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

Ｄ 

資
料
の
活
用 

中学校学習指導要領 数学〔第３学年〕 

２Ｄ（１） 

イ 簡単な場合について標本調査を行い，母集団の傾向をとらえ説

明すること。 
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測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

〔数学Ⅰ〕  

 

 

・ 無理数の加法及び減法、乗法

公式などを利用した計算がで

きる。また、分母だけが二項で

ある無理数の分母の有理化が

できる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

（
１
）
数
と
式 

数学Ⅰ 

２（１） 

ア 数と集合 

（ア）実数 

数を実数まで拡張する意義を理解し，簡単な無理数の四則計

算をすること。 ・分母と分子がともに二項で 

ある無理数の分母の有理化

ができる。 

・分母が三項である無理数の

分母の有理化ができる。 

・命題、条件の否定、命題の

逆・裏・対偶などの基本事

項を理解し、集合（真理集

合）を用いて、命題の真偽

が判断できる。また、真で

あることの証明をしたり、

偽であるときの反例をあげ

たりすることができる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

（
１
）
数
と
式 

数学Ⅰ 

２（１） 

ア 数と集合 

（イ）集合 

集合と命題に関する基本的な概念を理解し、それを事象の考

察に活用すること。 
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測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・式の置き換えや一つの文字

に着目するなどして、複雑

な式を簡単な式に帰着さ

せ、展開・因数分解でき

る。また、対称式の式変形

ができる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

（
１
）
数
と
式 

数学Ⅰ 

２（１） 

イ 式 

（ア）式の展開と因数分解 

二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深め、式を多面

的にみたり目的に応じて式を適切に変形したりすること。 

・場合分けを利用し、絶対値

を含む方程式及び一次不等

式を解くことができる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

（
１
）
数
と
式 

数学Ⅰ 

２（１） 

イ 式 

（イ）一次不等式 

不等式の解の意味や不等式の性質について理解し、一次不等

式の解を求めたり一次不等式を事象の考察に活用したりするこ

と。 
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測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・鋭角の三角比の定義を理解

し、三角比を活用して、身

近なものの長さ（高さ、距

離等）や角度を求めること

ができる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

（
２
）
図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

２（２） 

ア 三角比 

（ア）鋭角の三角比 

鋭角の三角比の意味と相互関係について理解すること。 

（イ）鈍角の三角比 

三角比を鈍角まで拡張する意義を理解し、鋭角の三角比の値

を用いて鈍角の三角比の値を求めること。 

・90°－θ の三角比につい

て理解し、適切に活用でき

る。 

・三角比を含む対称式・交代

式の値を求めることができ

る。 
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測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・三角形の辺と角の間に成り

立つ基本的な関係として正

弦定理及び余弦定理を理解

し、正弦定理や余弦定理を

利用して、辺の長さを求め

ることができる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

（
２
）
図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

２（２） 

ア 三角比 

（ウ）正弦定理・余弦定理 

正弦定理や余弦定理について理解し，それらを用いて三角形

の辺の長さや角の大きさを求めること。 

・三角形の外接円の半径とそ

の三角形の三角比との関係

を考察し、正弦定理を理解

するとともに、正弦定理や

余弦定理を利用して、辺の

長さや角の大きさを求める

ことができる。 

・三角比を利用して、三角形

の面積を求めることができ

る。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

（
２
）
図
形
と
計
量 

数学Ⅰ 

２（２） 

イ 図形の計量 

三角比を平面図形や空間図形の考察に活用すること。 ・三角比を活用して、平面図

形の計量に利用することが

できる。 
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測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・与えられた条件から、二次

関数の式を求めることがで

きる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

（
３
）
二
次
関
数 

数学Ⅰ 

２（３） 

ア 二次関数とそのグラフ 

事象から二次関数で表される関係を見いだすこと。また、二次

関数のグラフの特徴について理解すること。 

・二次関数のグラフを活用し

て、制限された区間（開区

間も含む。）における二次

関数の最大や最小を求める

ことができる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

（
３
）
二
次
関
数 

数学Ⅰ 

２（３） 

イ 二次関数の値の変化 

（ア）二次関数の最大・最小 

二次関数の値の変化について、グラフを用いて考察したり最

大値や最小値を求めたりすること。 
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測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・二次関数のグラフとx 軸と

の共有点のx 座標は二次方

程式の解であることを理解

し、x 軸との共有点のx 座

標を求めることができる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

サンプル問題２ 

（
３
）
二
次
関
数 

数学Ⅰ 

２（３） 

イ 二次関数の値の変化 

（イ）二次方程式・二次不等式 

二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解す

るとともに、数量の関係を二次不等式で表し二次関数のグラフ

を利用してその解を求めること。 

数学Ⅱ 

２（１） 

 イ 高次方程式 

 （ア）複素数と二次方程式 

    数を複素数まで拡張する意義を理解し，複素数の四則計算を 

  すること。また，二次方程式の解の種類の判別及び解と係数の

関係について理解すること。 

・二次関数のグラフとx 軸と

の位置関係を、二次方程式

の判別式Ｄを活用し、共有

点の個数を求めることがで

きる。 

・係数に文字が含まれる二次

不等式について、二次関数

のグラフなどを活用して解

くことができる。 
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測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・最小値、四分位数、最大

値、四分位範囲、四分位偏

差、分散、標準偏差等の用

語について理解するととも

に、データから最小値、第

１四分位数、第２四分位数

(中央値)、第３四分位数、

最大値を求めることができ

る。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

（
４
）
デ
ー
タ
の
分
析 

数学Ⅰ 

２（４） 

ア データの散らばり 

四分位偏差、分散及び標準偏差等の意味について理解し、それ

らを用いてデータの傾向を把握し、説明する。 

〔数学Ａ〕  

 

 

・さまざまな問題を解決する場

合，ベン図を用いることで，

いろいろな集合の要素の個

数を効率よく数えることが

できる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

（
１
）
場
合
の
数
と
確
率 

数学Ａ 

２（１） 

ア 場合の数 

（ア）数え上げの原則 

集合の要素の個数に関する基本的な関係や和の法則，積の法

則について理解すること。 
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測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・順列，階乗，組合せの公式を

用いて，さまざまな問題を解

くことができる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

（
１
）
場
合
の
数
と
確
率 

数学Ａ 

２（１） 

ア 場合の数 

（イ）順列・組合せ 

具体的な事象の考察を通して順列及び組合せの意味について

理解し，それらの総数を求めること。 

・nＰr， nＣrの性質を用いて，

さまざまな問題を解くこと

ができる。 

・確率の計算に集合の考えを活

用したり，複雑な事象の確率

を公式を用いて求めたりす

ることができる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

（
１
）
場
合
の
数
と
確
率 

数学Ａ 

２（１） 

イ 確率 

（ア）確率とその基本的な法則 

確率の意味や基本的な法則についての理解を深め，それらを

用いて事象の確率を求めること。また，確率を事象の考察に活

用すること。 

・積事象，和事象，排反事象，

余事象の考えを用いて確率

を求めることができる。 

・独立な試行の確率を求めるこ

とができる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

（
１
）
場
合
の
数
と
確
率 

数学Ａ 

２（１） 

イ 確率 

（イ）独立な試行と確率 

独立な試行の意味を理解し，独立な試行の確率を求めるこ

と。また，それを事象の考察に活用すること。 

・複雑な反復試行の確率を，反

復試行の公式や確率の加法

定理を用いて求めることが

できる。 
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測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・倍数を見分けることができる

とともに，素因数分解を利用

して最大公約数や最小公倍

数を求めることができる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

（
２
）
整
数
の
性
質 

数学Ａ 

２（２） 

ア 約数と倍数 

素因数分解を用いた公約数や公倍数の求め方を理解し，整数に

関連した事象を論理的に考察し表現すること。   

・２元１次不定方程式を，さま

ざまな方法で解くことがで

きる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

（
２
）
整
数
の
性
質 

数学Ａ 

２（２） 

イ ユークリッドの互除法 

整数の除法の性質に基づいてユークリッドの互除法の仕組みを

理解し，それを用いて二つの整数の最大公約数を求めること。ま

た，二元一次不定方程式の解の意味について理解し，簡単な場合

についてその整数解を求めること。 

・n 進法で表記されている数の

仕組みを理解し，n 進法の整

数を 10 進法で表したり，10

進法の整数をn進法で表した

りすることができる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

（
２
）
整
数
の
性
質 

数学Ａ 

２（２） 

ウ 整数の性質の活用 

二進法などの仕組みや分数が有限小数又は循環小数で表される

仕組みを理解し，整数の性質を事象の考察に活用すること。 

 

 

 

 



 

 

24 

測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・平行線と比，中点連結定理，

線分の内分と外分などの基

本的な図形の性質を利用し

て，線分の長さを求めること

ができる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

（
３
）
図
形
の
性
質 

数学Ａ 

２（３） 

ア 平面図形 

（ア）三角形の性質 

三角形に関する基本的な性質について，それらが成り立つこ

とを証明すること。 
・三角形の重心，外心，内心の

性質を利用して，線分の長さ

を求めることができる。 

・チェバの定理，メネラウスの

定理を用いて，線分の長さや

比を求めることができる。 

・円に内接する四角形の性質を

用いて，角度を求めることが

できる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式及び記述式 

（
３
）
図
形
の
性
質 

数学Ａ 

２（３） 

ア 平面図形 

（イ）円の性質 

円に関する基本的な性質について，それらが成り立つことを証

明すること。 

・接線と弦のつくる角の性質を

用いて，角度を求めることが

できる。 

・方べきの定理を用いて，線分

の長さを求めることができ

る。 
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測定しようとする資質・能力

の具体的内容 
設問数、出題形式等 

（参考）学習指導要領の関連項目 

領域又
は事項 

科目名及び内容 

・線分の垂直二等分線，垂線，

角の二等分線，円外の点から

引いた接線などの作図の方

法を理解し，応用することが

できる。 

【設問数】 

 ０から２問（程度） 

【出題形式】 

短答式 

（
３
）
図
形
の
性
質 

数学Ａ 

２（３） 

ア 平面図形 

（ウ）作図 

基本的な図形の性質などをいろいろな図形の作図に活用する

こと。 

 



（様式５）         

サンプル問題について 
 

事業者名：公益財団法人 日本数学検定協会 

測定ツール名：実用数学技能検定 準２級 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準レベル 

サンプル問題番号（大問番号）：１ 

出題科目 数学Ⅰ 

出題の 

ポイント 

 一つの文字に着目するなどして、因数分解できるかをみる。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
１ ○  

 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 
１  ○  

          

主 と し て

問う技能

（英語のみ） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

     
 

サンプル

問題 

 

解答例 
  

（参考） 

学習指導

要領の関

連項目 

数学Ⅰ 

２ 内容 

（１）数と式 

イ 式 

（ア）式の展開と因数分解 

二次の乗法公式及び因数分解の公式の理解を深め、式を多面的にみたり目的に

応じて式を適切に変形したりすること。 

 

  



事業者名：公益財団法人 日本数学検定協会 

測定ツール名：実用数学技能検定 準２級 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準レベル 

サンプル問題番号（大問番号）：１ 

出題科目 数学Ⅰ 

出題の 

ポイント 

 三角比の相互関係を理解し、一つの三角比の値から残りの三角比の値を求めることができ

るかをみる。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
１ ○  
２ ○  

 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 
１  ○  
２  ○  

          

主 と し て

問う技能

（英語のみ） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

     
 

サンプル

問題 

 

解答例 

  

（参考） 

学習指導

要領の関

連項目 

数学Ⅰ 

２ 内容 

（２）図形の計量 

ア 三角比 

（ア）鋭角の三角比 

鋭角の三角比の意味と相互関係について理解すること。 

 

 

 

  



事業者名：公益財団法人 日本数学検定協会 

測定ツール名：実用数学技能検定 準２級 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準レベル 

サンプル問題番号（大問番号）：１ 

出題科目 数学Ａ 

出題の 

ポイント 

 順列を用いて具体的な事象の場合の数を求めることができるかをみる。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
１ ○  
２ ○  

 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 
１  ○  
２  ○  

          

主 と し て

問う技能

（英語のみ） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

     
 

サンプル

問題 

 

解答例 
  

（参考） 

学習指導

要領の関

連項目 

数学Ａ 

２ 内容 

（１）場合の数と確率 

ア 場合の数 

（イ）順列・組合せ 

具体的な事象の考察を通して順列及び組合せの意味について理解し，それらの

総数を求めること。 

 



事業者名：公益財団法人 日本数学検定協会 

測定ツール名：実用数学技能検定 準２級 

対象教科：数学 

測定内容の区分：標準レベル 

サンプル問題番号（大問番号）：２ 

出題科目 数学Ⅰ 

出題の 

ポイント 

具体的な事象を文字式で表すことができるか，できた式をもとに（二次）不等式をつくっ

て解き，解の範囲を正しく求めることができるかをみる。 

主 と し て

問う能力 

            
小問番号 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 
１  ○ 
２  ○ 

 

出題形式             
小問番号 選択式 短答式 記述式 
１  ○  
２   ○ 

 

主 と し て

問う技能

（英語のみ） 

 
小問番号 聞く 読む 話す 書く 

     
 

サンプル

問題 

 

解答例 
 

 

正答条件（２）①問題文に合わせて２次不等式をつくる。 ②２次不等式を解く。 

③定義域に合わせて解を吟味する。 

（参考） 

学習指導

要領の関

連項目 

数学Ⅰ 

２ 内容 

（３）二次関数 

イ 二次関数の値の変化 

（イ）二次方程式・二次不等式 

二次方程式の解と二次関数のグラフとの関係について理解するとともに、数量

の関係を二次不等式で表し二次関数のグラフを利用してその解を求めること。 

 


